
●文献紹介●

【ニ ューメデ ィア】

▽今富良子：図書館情報システム“情報源あ

さり君”の構築、

情報の科学と技術 ４８（５）：２８１－２８８，１９９８

イントラネットによる図書館情報システム

構築の一例。利用者に親しみやすいイン

ターフェースとなっている。

▽ＬｙｏｎＢＪ：Ｉｎｔｅｒｎｅｔａｃｃｅｓｓｉｎｔｈｅ

ｌｉｂｒａｒｉｅｓｏｆｔｈｅＮａｔｉｏｎａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋｏｆ

ＬｉｂｒａｒｉｅｓｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ

Ｂｕｌｌ ＭｅｄＬｉｂｒＡｓｓｏｃ８６（４）：４８６－４９０，１９９８

ＮＬＭは会員のインターネット接続率を１００％

にすることを目標に、インターネット接続

の現状について、未接続の場合はその原因

に関しての実態調査を行った。

▽マックがわかるＱ＆Ａ（インターネットの検索

サイトは何かいい？）

日経ＭＡＣ：（８）２２６－２２７．１９９８

インターネット上で何かを探す場合に役に

立つ、検索サイトを選ぶポイントとなる、

基本的な２つのタイプ「ディレクトリ型」

と「全文検索型」の違いがわかりやすく説

明されている。

【図 書 館 】

▽平成１０年度（第８４回）全国図書館大会ハイラ

イト

図書館雑誌 ９３（１）１９９９

専門図書館、図書館利用教育など１４の分科

会に別れ秋田県で行われた大会の要旨がま

とめられている。

▽第１１分科会資料保存資料保存のためのメデ

ィア変換－デジタル時代の資料保存戦略一

図書館雑誌 ９３（１）３０、１９９９

病院図書室 １９（１）：２９－３０，１９９９
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資料保存方法としてのマイクロフィルム化

とデジタル化の事例をとおして、今後のメ

ディア変換について研究討議している。

【読 書 】

▽内野安彦、図書館における読書アドバイザ

ーの活用について

図書館雑誌 ９３（０５８－６１，１９９９

読書アドバイザーについて、自身の受講経

験から制度と養成講座のカリキュラムを紹

介し、図書館界ヘアドバイザー活用の必要

性を訴えている。

【 雑 誌 】

▽特集「外国雑誌の高騰にかかわる諸問題」

医学図書館：４５（４）：４０６－４４６．１９９８

外国雑誌価格は毎年高騰を続けており、い

ま医学図書館は危機的状況にある。対応策

として、コンソーシアムの形成や電子ジ

ヤーナルの共同購入の検討に必要などが提

言されている。

【文献検索】

▽遠藤有紀子：インターネットのｆｒｅｅｍｅｄｌｉ

ｎｅ信頼性調査

薬学図書館 ４３（１）：８－１３．１９９８

いくつかのｆｒｅｅｍｅｄｌｉｎｅの検索機能がさま

ざまな側面から、比較検討されている。

▽日本オンライン情報検索ユーザー会 ライ

フサイェンス分科会：検証ＰｕｂＭｅｄ－サーチ

ャーの眼からみた評価と使い方一

情報の科学と技術 ４９（１）：３４－４２．１９９９

インターネットのｆｒｅｅｍｅｄｌｉｎｅの中から、

特にＰｕｂＭｅｄを取り上げ、商用メドラインと

比較し、解説されている。

２９－



病院図書室 Ｖｏｌ．１９Ｎｏ．ｌ，１９９９

【レフ ァレンス】

▽末廣恒夫、企業内小規模図書室でのレファ

レンズ

図書館雑誌 ９３（１）４８－４９，１９９９

日常遭遇するレファレンスの解決事例評リ

が紹介されている。文献複写情報のデータペース

上における検索手段、研究者への直接電話

請求にての書籍購入、人物贋報の検索不可

能だった事例。調査ツールがわかりやすく

書かれている。

【病院図書 室】

▽篠原寿美江：これからの病院図書室１これ

からの病院図書室を考える変化する医療
－ － －

日本病院会雑誌：４５（１２）：１８３５－１８３８．１９９８

日常業務に追われ、見失いがちな病院にお

ける図書室の位置付けや、病院図書館員と

しての立場や意識などについて述べられて

いる。常に変化する『医療』という流れに

のって、病院図書室はいかに変革すればよ

いのか、など意識することの大切さを感じ

させられる。

▽飯田育子：これからの病院図書室２病院図

書室の仕事管理と運営

日本病院会雑誌：４５（１２）：１８３９－１８４６．１９９８

病院図書室の業務内容が、管理面、サービ

ス面という二つの側面から、細かくリスト

アップされている。さらに、フローチャー

トや年間計画表で流れも理解できる。

▽森川治美：これからの病院図書室３図書室

のプランニング

日本病院会雑誌：４６（１）：９７－１０５．１９９９

病院図書室を設計する際のポイントｅｔｃ．が

詳しいレイアウトと共に、著者の経験から

紹介されている。

－３０

【図書館員】

▽山崎正和：情報化時代の言葉

専門図書館 １７１：１－９．１９９８

情報・知識・知恵それぞれの性格を解説し、

現代が知識の統合性、統一性を失いつつあ

ることに警鐘を鳴らし、知識を伝える媒体

として、書物や言葉の世界を豊かにするよ

う語りかけている。

【統計調査】

▽病院図書室研究会第３回統計調査報告書，

ほすぴたるらいぶらりあん２３（４），１０３－１１６，

１９９８

＊文献の入手は、所蔵館および松阪中央総合

病院図書館まで

（「情報の科学と技術」・「Ｂｕｌｌｅｔｉｎｏｆ Ｍｅｄ

ｉｃａｌ ＬｉｂｒａｒｙＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」は協議会で講読

しています。）

興味ある文献を分かち合いましょう。参考

になる文献がございましたら、会誌編集部ま

でご連絡ください。
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